
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な設問別結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○相手や場面等の状況に応じて伝える言葉を選択すること（問１二(1)）、正確に物事を伝えるため要点

をまとめること（問２一(1)）について、平均正答率は都・全国よりも高い。 

△相手に伝えたり、確認したりするべき内容を精査すること（問１一）について、平均正答率は全国よ

りも高いが都よりも低く、自分が感じたことを文章として表現すること（３三）については、都・全

国よりも低い。 

 

 

 

 

40.5 73.8

44.7 68.6

11.6 59.7

2.6 58.0

0.6 48.9

市・児童数の
割合(％)

学級の友達との間で
話し合う活動を行っていない

当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

市・国語
平均正答率(％)(質問紙調査から) 

 学級の友達と
の間で話し合う
活動を通じて、
自分の考えを深
めたり、新たな
考え方に気付い
たりすることが
できていますか 

【質問紙調査から分かったこと】 

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること
ができていますか」について、全体の８５.２％の児
童が肯定的な回答をしているとともに、肯定的な回答
をしている児童ほど平均正答率が高い傾向にある。こ
のことは、国語だけでなく算数においても、同様の傾
向が見られる。児童同士で対話し、課題発見・解決に
向けた取組を行う機会を多く設定することが、学力の
向上に結びついていることが分かる。 

話
す
・
聞
く

書
く

読
む

知
識
・
技
能

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

１一

学校の取り組みを紹介する内容を
【和田さんのメモ】にどのように
整理したのかについて説明したも
のとして、適切なものを選択する

目的や意図に応じて、日常生活の
中から話題を決め、伝え合う内容
を検討することができるか
どうかをみる

○ 64.3 66.6 62.5 1.8 1.1 0.7

１二
（１）

オンラインで交流する場面におい
て、和田さんが話し方を変えた理
由として適切なものを選択する

話し言葉と書き言葉との違いに気
付くことができるかどうかをみる

○ 81.2 80.3 75.9 1.8 1.0 0.6

２一
（１）

高山さんが文章に書くことを決め
るために、どのように考えたのか
について説明したものとして、適
切なものを選択する

目的や意図に応じて、集めた材料
を分類したり関係付けたりして、
伝えたいことを明確にする
ことができるかどうかをみる

○ 84.0 83.4 80.3 2.3 1.3 0.9

３三
【物語】を読んで、心に残ったと
ころとその理由をまとめて書く

人物像や物語の全体像を具体的に
想像したり、表現の効果を考えた
りすることができるかどうかをみ
る

○ 67.5 71.0 72.6 17.8 15.7 12.6

正答率(％) 無解答率(％)学習指導要領の領域

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な設問別結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○ 図形を構成する要素に着目して説明することや（問３(4)）や、グラフから必要な情報を読み取るこ

と（問５(1)）について、平均正答率は都・全国よりも高い。 

△除法における除数と商の関係についての理解（問２(2)）や、文章と図を手掛かりに、道のりと時間の

関係から速さを求めること（問４(4)）について、平均正答率は全国よりも高いが都よりも低い。 

【質問紙調査から分かったこと】 

  

市・児童数の
割合(％)

市・算数
平均正答率(％)

33.6 71.9

47.7 66.1

15.3 61.8

3.3 55.8

どちらかといえば、当てはまらない

当てはまらない

当てはまる

どちらかといえば、当てはまる

「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつけ
て考えたり、生かしたりすることができると思います
か」について、全体の８０.３％の児童が肯定的な回
答をしているとともに、肯定的な回答をしている児童
ほど平均正答率が高い傾向がある。このことは、算数
だけでなく国語においても、同様の傾向が見られる。
児童が学習したことを主体的に活用する場面を積極的
に設定することが重要である。 

(質問紙調査から) 
 授業で学んだ

ことを、次の学

習や実生活に結

びつけて考えた

り、生かしたり

することができ

ると思いますか 

数
と
計
算

図
形

測
定

変
化
と
関
係

デ
ー

タ
の
活
用

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

２（２）
除数が１／１０になったときの商
の大きさについて、正しいものを
選ぶ

除数が小数である場合の除法にお
いて、除数と商の大きさの関係に
ついて理解しているかどうかをみ
る

○ 71.8 73.5 69.1 1.9 1.6 1.3

３（４）
五角柱の面の数を書き、そのわけ
を底面と側面に着目して書く

角柱の底面や側面に着目し、五角
柱の面の数とその理由を言葉と数
を用いて記述できるかどうかをみ
る

○ 76.4 73.9 72.0 1.7 2.0 1.8

４（４）
家から図書館までの自転車の速さ
が分速何ｍかを書く

速さの意味について理解している
かどうかをみる

○ 56.3 62.2 54.1 5.3 5.2 4.6

５（１）
円グラフから、２０２３年の桜の
開花日について、４月の割合を読
み取って書く

円グラフの特徴を理解し、割合を
読み取ることができるかどうかを
みる

○ 85.6 82.4 80.8 2.1 2.2 1.8

正答率(％) 無解答率(％)

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な設問別結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○他者の発言を参考にして、自らの考えをまとめたり、深めたりすること（問１四）や、物語の場面ご

とに、その状況について把握すること（問３二）について、平均正答率は都・全国よりも高い。 

△文章を読んで把握したことを踏まえ、相手とのやり取りからさらに理解を深めること（問１一）や、

図と文章の関連を理解し、その関係を踏まえて内容を理解すること（問２一）について、平均正答率

は全国よりも高く、都と同じ傾向である。 

 

  

市・児童数の
割合(％)

市・国語
平均正答率(％)

35.3 67.4

52.1 62.4

9.0 54.1

2.3 46.8

0.6 44.2

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

学級の生徒との間で
話し合う活動を行っていない

当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

【質問紙調査から分かったこと】 

「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の
考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすること
ができていますか」について、全体の８７.４％の生徒
が肯定的な回答をしているとともに、肯定的な回答を
している生徒ほど平均正答率が高い傾向にある。この
ことは、国語だけでなく数学においても、同様の傾向
が見られる。生徒同士で対話し、課題発見・解決に向
けた取組を行う機会を多く設定することが、学力の向
上に結びついていることが分かる。 

話
す
・
聞
く

書
く

読
む

知
識
・
技
能

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

１一
話合いの中の発言について説明し
たものとして適切なものを選択す
る

必要に応じて質問しながら話の内
容を捉えることができるかどうか
をみる

○ 66.6 66.3 63.2 0.3 0.4 0.4

１四
話合いの話題や発言を踏まえ、
「これからどのように本を選びた
いか」について自分の考えを書く

話合いの話題や展開を捉えなが
ら、他者の発言と結び付けて自分
の考えをまとめることができるか
どうかをみる

○ 51.5 48.4 44.7 6.0 8.4 9.9

２一
本文中の図の役割を説明したもの
として適切なものを選択する

文章と図とを結び付け、その関係
を踏まえて内容を解釈することが
できるかどうかをみる

○ 39.5 39.1 36.3 0.6 0.6 0.5

３二

物語の下書きについて、文の中の
語句の位置を直した意図を説明し
たものとして適切なものを選択す
る

文の成分の順序や照応について理
解しているかどうかをみる

○ 60.4 58.0 53.8 1.4 1.1 1.0

学習指導要領の領域 正答率(％) 無解答率(％)

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨

(質問紙調査から) 
 学級の友達と
の間で話し合う
活動を通じて、
自分の考えを深
めたり、新たな
考え方に気付い
たりすることが
できていますか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な設問別結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【教科に関する調査から分かったこと】( )は問題番号 

○ 集団のデータから四分位範囲を比較すること（問７(3)）や、図形同士が合同であることを基にして、

辺の長さが同じであることの証明（問９(1)）について、平均正答率は都・全国よりも高い。 

△目的に応じた等式の変形や（問２）式からその意味を読み取り説明すること（問６(2)）について、平

均正答率は全国よりも高いが都よりも低い。 

【質問紙調査から分かったこと】 

 

 

 

 

市・児童数の
割合(％)

市・数学
平均正答率(％)

26.3 63.1

52.1 57.4

16.2 52.5

4.2 45.8

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

当てはまる

数
と
式

図
形

関
数

デ
ー

タ
の
活
用

府
中
市

東
京
都

全
国

府
中
市

東
京
都

全
国

２
等式６ｘ＋２ｙ＝１をｙについて解
く

等式を目的に応じて変形することが
できるかどうかをみる

○ 55.7 57.8 52.5 9.5 9.1 9.7

６（２）

正三角形の各頂点に○を、各辺に□
をかいた図において、□に入る整数
の和が○に入れた整数の和の２倍に
なることの説明を完成する

目的に応じて式を変形したり、その
意味を読み取ったりして、事柄が成
り立つ理由を説明することができる
かどうかをみる

○ 41.4 41.7 35.9 19.1 19.1 23.5

７（３）

車型ロボットについて、障害物から
の距離の設定を変えて調べたデータ
の分布から、四分位範囲について読
み取れることとして正しいものを選
ぶ

複数の集団のデータの分布から、四
分位範囲を比較することができるか
どうかをみる

○ 57.5 52.2 48.5 0.9 1.1 0.9

９（１）

点Ｃを線分ＡＢ上にとり、線分ＡＢ
について同じ側に正三角形ＰＡＣと
ＱＣＢをつくるとき、ＡＱ＝ＰＢで
あることを、三角形の合同を基にし
て証明する

筋道を立てて考え、証明することが
できるかどうかをみる ○ 36.3 33.9 25.8 26.4 27.7 33.6

正答率(％) 無解答率(％)

問題
番号

問題の概要 出題の趣旨

学習指導要領の領域

(質問紙調査から) 
 授業で学んだ

ことを、次の学

習や実生活に結

びつけて考えた

り、生かしたり

することができ

ると思いますか 

「授業で学んだことを、次の学習や実生活に結びつ
けて考えたり、生かしたりすることができると思い
ますか」について、全体の７８.４％の生徒が肯定的
な回答をしているとともに、肯定的な回答をしてい
る生徒ほど平均正答率が高い傾向がある。このこと
は、数学だけでなく国語においても、同様の傾向が
見られる。生徒が学習したことを主体的に活用する
場面を積極的に設定することが重要である。 


